
冬の肌荒れ対策
子どもの肌は「保湿クリームをぬらなくたって、いつでもプルプル・スベスベお肌！」というイメー
ジがありませんか？確かにこども大人よりも、透明感のある、みずみずしい肌をしています。

だけど、子どもの皮膚は・・・

１．赤ちゃんの皮膚の厚さは、大人の約半分の薄さ
肌のいちばん外側の部分を角質層（大人でも厚みが約0.02ｍｍほど）といいます。角質層には外部の刺
激からお肌を守るバリア機能があるのですが、こどもの角質層は大人の1/2～1/3の厚みしかありません。

２．皮脂の分泌量が少なく、皮脂量は大人の約 1/3
生後2～3ヶ月までは、お母さんからのホルモンの影響が残っていて皮脂の分泌量が盛んですが、この
時期を過ぎると、皮脂の分泌量はだんだん減ってきます。
そして、1歳ごろから思春期前までが人生の中で、いちばん皮脂の分泌量が少ない時期になります。

皮脂が少なくなると…

角質層が乾燥する→バリア機能が低下→
外部の刺激に敏感になる→かゆみが生じる→
皮膚をかく→角質層が傷つく→

よりバリア機能が低下する・・・

悪循環におちいり、
お肌はカサカサになります。

３．保湿成分（アミノ酸、セラミドなど）が少なく、水分をためておく力も弱いので乾燥しやすい

４．代謝が高いので汗をかきやすく、皮膚がアルカリ性になりやすい。

皮膚には外からの刺激から体を守り、適度な皮膚の潤いを保つ働き（バリア機能）があります。

こどもはこのバリア機能が１～４の理由により十分発達していません。 皮膚は、体の外と中を分け
る境界線です。正常な皮膚は、一番外側にある角質層がバリアとなって、皮膚の中の水分が必要以上
に外に出て行くことを防ぐとともに、外から細菌や刺激物などの異物が進入するのを防止しています。

スキンケアとは・・・
皮膚の形態と機能を正常に保つために毎日行なうメンテナンスです！

スキンケアの基本とは・・・
１．皮膚を清潔に保つこと(洗浄)
２．乾燥を防ぐこと(保湿)

保湿ケアとは・・・
保湿剤は油性成分、吸水性、吸湿性をもつ成分の２つがあります。
油性成分：ベビーオイル・ワセリン・オリーブ油など
吸水性、吸湿性：ベビーローションなど
入浴後は角層への浸透が良く、より効果的なのです。
スピーディーにムラなく塗りましょう。

デリケートな肌を守りましょう

一年で最も寒い季節になりましたね。でもそんな寒さにも負けず、いつも明るく登園し
てくる子どもたちに、こちらまで元気をもらっています。
子どもたちのパワーは、しっかりとした体調管理できてこそ生まれるものです。免疫力
アップの為にも生活リズムを整え、これからも元気よく過ごしていきましょう！
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1月の感染症

インフルエンザA
・・・2名

感染性胃腸炎
・・・1名


